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No.６８８

市市 民民 環環 境境 週週 間間6月1日～7日は

徳徳島島市市のの環環境境・・地地球球のの環環境境
徳
島
市
は
、
吉
野
川
の
雄
大
な
流
れ
と
眉
山
や
城
山
の
緑
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
生
活
排
水
な
ど
地
域
に
お
け
る
身
近
な
環
境

問
題
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の

深
刻
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
大
量
生
産
・
消
費

・
廃
棄
型
の
社
会
経
済
活
動
に
よ
る
も
の
で
、
行
政
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
〜
７
日
は
市
民
環
境
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
恵

ま
れ
た
自
然
や
美
し
い
環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
ま
ち
、地
球
は
、今

徳徳
島島
市市
のの
環環
境境

私
た
ち
の
ま
ち
の
環
境
は
全

体
と
し
て
み
れ
ば
良
好
で
、
水

質
、
大
気
、
騒
音
な
ど
は
環
境

基
本
法
に
基
づ
く
環
境
基
準
を

お
お
む
ね
達
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
で
は
▽
家
庭

排
水
の
影
響
に
よ
り
水
質
の
汚

濁
が
進
む
▽
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
の
影
響
に
よ
り
二
酸
化
窒
素

等
の
濃
度
が
高
く
な
る
―
な
ど
、

私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
そ
の

も
の
が
原
因
と
な
る
環
境
汚
染

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

地地
球球
環環
境境
問問
題題

こ
う
し
た
地
域
の
問
題
に
加

え
、
地
球
温
暖
化
や
酸
性
雨
な

ど
の
地
球
規
模
で
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
事
象
が
発
生
し
て
お

り
、
人
類
に
と
っ
て
共
通
の
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
地
球
温
暖
化
は
、
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
化
石
燃
料
の
消
費

に
よ
り
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が

原
因
と
さ
れ
、
▽
海
面
上
昇
に

よ
る
沿
岸
都
市
の
水
没
▽
気
候

変
動
に
よ
る
洪
水
、
干
ば
つ
な

ど
の
増
加
▽
マ
ラ
リ
ア
等
の
熱

帯
性
感
染
症
の
増
加
▽
気
温
上

昇
に
適
応
で
き
な
い
動
植
物
の

絶
滅
―
な
ど
深
刻
な
問
題
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

恵まれた自然を後世に残すため、できることから実践してみませんか

①冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く
設定する（年間約３１㎏のCO２の削減、約２，０００円
の節約）

②駐車や長時間停車するときは、車のエンジンを
切るなど、１日５分間のアイドリングストップを行
う（年間約３９㎏のCO２の削減、約２，０００円の節約）

③長時間使わない家電製品のコンセントを抜くな
ど、待機電力を９０㌫削減する（年間約８７㎏のCO２
の削減、約６，０００円の節約）

④風呂の残り湯を洗濯に再利用する（年間約１７㎏
のCO２の削減、約５，０００円の節約）

⑤買い物袋を持ち歩き簡易包装の食材を選ぶ（年
間約５８㎏のCO２の削減）

⑥テレビ番組を選び、１日１時間テレビを見る時
間を減らす（年間約１３㎏のCO２の削減、約１，０００
円の節約）

家庭でできる身近な温暖化対策

環
境
を
守
り
、よ
り
良
く
す
る

徳徳
島島
市市
環環
境境
基基
本本
計計
画画

環
境
問
題
は
、
身
近
な
問
題

か
ら
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
多

岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

市
で
は
、
市
・
事
業
者
・
市
民

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
て
、
環
境

に
配
慮
し
た
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成
１４

年
１０
月
に
環
境
基
本
計
画
を
策

定
、
ま
た
、
昨
年
４
月
に
環
境

基
本
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

日日
常常
生生
活活
をを
見見
直直
そそ
うう

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
の
原

因
に
は
身
近
な
生
活
の
中
で
の

行
動
が
深
く
関
係
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
個
人
や
家
庭
、
企
業

単
位
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
す
。

日
常
生
活
を
見
直
し
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
社
会
の
構

築
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
で

考
え
る
環
境
展
」

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
徳
島
市
環
境
基
本

条
例
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
を
「
徳
島
市
民
環

境
週
間
」
と
定
め
て
お
り
、
期

間
中
、
環
境
に
配
慮
し
た
積
極

的
な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

こ
の
市
民
環
境
週
間
の
啓
発

事
業
と
し
て
、
「
み
ん
な
で
考

え
る
環
境
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

﹇
と
き
﹈
６
月
１
日
�
〜
７
日

�
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１
階
国
際

親
善
コ
ー
ナ
ー

﹇
内
容
﹈
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
環
境
川
柳
や
、
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、

太
陽
電
池
の
展
示

Ｃ
Ｏ
２

削
減
百
万
人
の
環

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

電
気
を
消
し
て
静
か
な
夜
を

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
対
す
る
幅
広
い
協
力
を

求
め
る
た
め
、
夏
至
の
日
を
含

む
６
月
１９
日
�
〜
２１
日
�
の
３

日
間
、
暮
ら
し
の
中
で
の
消
灯

を
呼
び
か
け
る「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
百

万
人
の
環
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、期
間
中
、６
月
２０
日
�

午
後
８
時
か
ら
２
時
間
、
全
国

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各
家

庭
の
電
気
を
一
斉
に
消
す
「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
・
２
０
０
４
〜
ブ

ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〜
」が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
環
境
を
守

る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
環
境
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
で
き

る
こ
と
か
ら
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
家
庭
生

活
で
い
ろ
い
ろ
と
実

践
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
お
風
呂
に

は
太
陽
熱
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
料
理
を
す
る
と

き
、
ガ
ス
を
弱
火
に

し
て
煮
込
ん
で
い
た
の
を
、魚
屋
の

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
毛
糸
の
セ
ー

タ
ー
２
枚
を
使
っ
て
、一
度
加
熱

し
た
お
鍋
を
保
温
す
る
こ
と
で

ガ
ス
を
節
約
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皿
な
ど
を
洗
う
と
き

は
、
ア
ク
リ
ル
の
毛
糸
を
た
わ

し
の
代
わ
り
に
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
お

な
べ
に
は
重
曹
を
振
り
か
け
て

い
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
は

ぬ
か
で
吸
い
取
り
、
そ
の
ぬ
か

は
畑
へ
。
洗
剤
を
使
わ
な
く
て

も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
い
つ
も
み
ん
な
で
情

報
交
換
し
な
が
ら
実
行
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
環
境
保

全
課
�（
６
２
１
）５
２
１
３

河原キミヱさん
（佐古八番町）考考ええるるだだけけででははななくく実実行行をを

徳
島
市
で
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市

役
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る
た
め
、

平
成
１３
年
に
「
徳
島
市
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
率
先
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
良
好
な
日

照
条
件
を
持
つ
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
太
陽

の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム

を
市
役
所
本
庁
舎
に
設

置
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
は
、
太

陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

電
力
に
変
換
す
る
も
の

で
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

る
石
油
や
石
炭
な
ど
の

化
石
燃
料
を
使
用
し
な

い
環
境
に
や
さ
し
い
発

電
方
法
で
す
。

市
が
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム

の
年
間
想
定
発
電
量
は
約
１０

万
�
時
で
、
市
庁
舎
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

約
２
㌫
（
約
４０
㌧
）
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

太太太太
陽陽陽陽
光光光光
発発発発
電電電電
シシシシ
スススス
テテテテ
ムムムム
をををを

設設設設
置置置置
しししし
まままま
しししし
たたたた

市役所１階にある表示装置で、現
在の発電電力などを確認できます。

平成１６年５月１日現在

人 口 ２６２，９６２人
男 １２５，４４８人
女 １３７，５１４人

世帯数 １０６，８８３世帯
面 積 １９１．３７�

日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

1月62004

徳島市は「子育て支援都市宣言」を行い、子どもと子育てに優しいまちを目指します。

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送
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７８０円
過去１２カ月の入院日数が

９０日まで６５０円
９１日以降５００円

３００円

※一定以上の所得がある人は異なります。

医療費（月額）
４０，２００円（※）
２４，６００円

１５，０００円

区 分
一般
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

第６８８号 平成１６年６月１日 （２）

6月4日はむし歯の日歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

単
に
も
の
を
食
べ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
味
覚
を
楽
し

ん
だ
り
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

生
活
を
豊
か
に
す
る
基
礎
と
な

る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
噛
む

こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
だ
液
の
分
泌
を
促
進
す
る

◆
脳
の
血
流
を
活
発
に
す
る

◆
肥
満
を
予
防
す
る

健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
に
は
、

食
後
の
歯
み
が
き
は
も
ち
ろ
ん
、

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
自
分

の
口
の
中
を
よ
く
知
っ
た
う
え

で
、
自
己
管
理
を
き
ち
ん
と
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
科
医
師
相
談

﹇
対
象
﹈
市
内
在
住
の
４０
歳
以

上
の
人

﹇
と
き
﹈
毎
月
第
３
木
曜
日
１３

時
〜
１５
時
（
要
予
約
）

﹇
と
こ
ろ
﹈保
健
セ
ン
タ
ー（
沖

浜
東
２
）

﹇
料
金
﹈
無
料

﹇
申
し
込
み
先
﹈
保
健
セ
ン
タ

ー
�
（
６
５
６
）
０
５
１
５

寝
た
き
り
の
人
を
対
象

に
訪
問
歯
科
保
健
指
導

﹇
対
象
﹈
市
内
在
住
の
４０
歳
以

上
で
、
家
庭
で
寝
た
き
り
や
寝

た
き
り
に
近
い
状
態
の
人

﹇
内
容
﹈
歯
科
医
師
な
ど
に
よ

る
口
の
中
の
保
健
指
導

﹇
料
金
﹈
無
料

﹇
申
し
込
み
先
﹈
保
健
セ
ン
タ

ー
�
（
６
５
６
）
０
５
３
１

無
料
歯
科
検
診

﹇
対
象
﹈
徳
島
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者

﹇
と
き
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申 預金通帳とその印鑑、平成１６年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問 ①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険
年金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－
５２８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

徳島市史の頒布
平成１５年１０月１日に刊行した「徳島市史
第５巻 民生編・保健衛生編」を希望者に
頒布。一冊８，０００円。
問 市立図書館市史編さん室（�６５４－４４２１）

建築物等実態調査にご協力下さい
住宅や建築物などの建築状況を調査し、
住宅・建築行政の基礎資料にします。６月
１０日～３０日。調査員がお宅にお伺いするこ
ともありますので、ご協力お願いします。
問 建築課（�６２１－５２７５）

都市計画区域の区域区分
見直し（素案）に関する公聴会
６月２３日�１４：００～徳島県郷土文化会館
５階会議室７で、徳島県が徳島県東部都市
計画区域の区域区分見直し（素案）の公聴会
を開催。公述希望の人は６月１８日�までに
県知事あてに公述申出書の提出（必着）を。
公述希望者がない場合は、公聴会は中止。
問 県都市計画課（�６２１－２５６５・６２１－２５６６）
市都市計画課（�６２１－５４９３）

入院時の食事代と
医療費一部負担金を減額
老人医療受給者または国民健康保険の加
入者で、昭和７年１０月１日以降生まれの７０
歳以上の人で、つぎの所得要件に該当する
場合、申請により医療費と食事代を減額（下
表のとおり）。�世帯全員が市民税非課税
（低所得者Ⅱ）�世帯全員が市民税非課税
で全員の所得が０円（低所得者Ⅰ）。

申 問 �国民健康保険加入者＝保険年金
課（�６２１－５１５９）�老人医療受給者＝なが
いき課（�６２１－５２７８）へ。申請には被保
険者証・高齢受給者証・医療受給者証・印
鑑が必要。

６月６日～１２日は「危険物安全週間」
灯油やてんぷら油などを使用する際には、
性質や使用方法を十分知り、正しい取り扱
いを心掛けてください。なお、ガソリンを
運搬する時は、必ず認定を受けた金属容器
を使用してください。
問 消防局予防課（�６５６－１１９３）

かかららだだのの健健康康はは
歯歯のの健健康康かからら
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パーク・アンド・ライドとは、最寄りの駅に駐
車（パーク）し、そこから鉄道やバスなどに乗り
（ライド）換えることです。車の利用を減らすこ
とで、環境にも優しく、交通渋滞の緩和にも有効
であると考えられています。
今回は、県南部から徳島市内に通勤している人

を対象に、３カ月間の「店舗利用型パーク・アン
ド・ライド社会実験」を実施します。この実験の
結果をもとに本格導入に向けて検討し、今後の普
及推進に生かしていきたいと考えています。ご協
力をお願いします。
◆対象：平日に徳島市内に通勤している人
◆定員：２０人
◆実施期間：７月１日�～９月３０日�
◆乗車駅：JR羽ノ浦駅
◆駐車場：ママの店羽ノ浦店（羽ノ浦町宮倉）
※詳しくは徳島地区渋滞対策推進協議会のホーム
ページ（http : //www.tokushima-tdm.jp/）をご覧く
ださい。
［問い合わせ先］徳島地区渋滞対策推進協議会
（道路建設課内 �６２１－５３３４）

渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和にににににににににににににににににににににににににににに
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ラララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
～実験参加者を募集します～
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66月月はは市市・・県県民民税税
第１期分の納期月です

親親子子ふふれれああいいププララザザ 保健センター
沖浜東２ ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５０３９6月の無料相談【6月の行事】 �657－0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。

◆子育てセミナー「親子で楽しむ音楽遊び」※
日時 ６月１１日� １０：３０～１１：４５
場所 ふれあい健康館１階ホール
講師 徳島文理大学助教授・児嶋輝美さん
定員 ２５組（就学前の子どもとその保護者）
◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

女性センター
シビックセンター４階 �６２４－２６１３

＊※は予約制で、２日�８：３０から電話で予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内です。
＊「司法書士」による相談は、シビックセンター
５階第２活動室でも行っています。
［とき］１３日�・２７日�１０：００～１２：００

ひと ひと

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

◆昼間（１３：００～１６：００）
毎週 水曜・金曜
◆夜間（１８：００～２０：００）
２日�・４日�
１６日�・１８日�

◆９日�
１８：００～２０：００

女
性
対
象

男
性
対
象

一 般 相 談
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

カウンセリング
相 談

・電話（要予約）
・面談（要予約）
（託児あり・
要申し込み）
�６２４－２６１１

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００

１３：００～１５：００

１３：３０～１６：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

９・１６・２３日�
７日�「保健など」
１・１５日�
３・１７日�
毎週月・金曜

毎週火曜

２４日�
毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※

行政相談委員

人権擁護委員

土地家屋調査士

司 法 書 士

行 政 書 士

住まいづくり

心 配 ご と

交 通 事 故

《医師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人 ※要予約

８日�・２２日�１３：００～１５：００

９日�１３：３０～１５：３０

８日�・２２日�１３：００～１５：００
９日�１３：３０～１５：３０

１７日�１３：００～１５：００

一般健康相談

老年痴ほう予防相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人 ※要予約

１日�・１５日�
１３：００～１３：３０、１３：４０～１４：１０、１４：２０～１４：５０

ウオーキングについて健康運動実践指導
者がアドバイス

児童扶養手当
■全部支給

月額（新）

４１，８８０円
４６，８８０円
１人増加ごとに
３，０００円加算

■一部支給停止

月額（新）

４１，８７０円～
９，８８０円

特別児童扶養手当
■１級障害

月額（新）

５０，９００円
５０，９００円×人数

■２級障害

月額（新）

３３，９００円
３３，９００円×人数

月額（旧）

４２，０００円
４７，０００円
１人増加ごとに
３，０００円加算

月額（旧）

４１，９９０円～
９，９１０円

月額（旧）

５１，１００円
５１，１００円×人数

月額（旧）

３４，０３０円
３４，０３０円×人数

児童数

１人
２人
３人～

児童数

１人の
場合

児童数

１人
２人～

児童数

１人
２人～

場 所

加茂コミセン

多家良中央コミセン

加茂名コミセン

沖洲コミセン

勝占中部コミセン

南井上コミセン

国府コミセン

※時間はいずれも９：３０～１５：００

月 日

６／１８�
６／２１�
６／２２�
６／２３�
６／２４�
６／２５�
６／２９�

場 所

応神コミセン

八万中央コミセン

川内公民館

上八万支所

津田コミセン

北井上コミセン

不動コミセン

月 日

６／８�
６／９�
６／１０�
６／１１�
６／１４�
６／１５�
６／１６�

内 容

絵本の読み聞かせ

時計づくり※

歯みがき指導※

父の日のプレゼント※

お誕生パーティー※
（６月生まれ）
子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田 厚子さん

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

９日�
１０：３０～１１：３０

１６日�
１０：３０～１１：００

１８日�
１０：３０～１１：３０

２４日�
１０：３０～１１：３０

２６日	
１０：３０～１５：００

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。
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日 時

６／２８・２９
（９：００～１２：００休憩
１３：３０～１６：３０）

往復ハガキで申し込み
申込先：〒７７０―０８３４ 八万町内浜８０－１４

八万公民館
６／４締切、当日消印有効 応募者多数の場合
は抽選

６／２１・２２（９：００～
１２：００）及び
６／２４・２５（１３：３０～
１６：３０）

電話で申し込み（先着順）

定員

２０

１０

コース

活用

活用

電話番号

６６８‐８１９２

６６９―１７４５

開催場所

八万公民館

方上公民館

場 所

ふれあい健康館
（沖浜東２）
１階
多目的ホール

ふれあい健康館
１階
多目的ホール

ふれあい健康館
２階
第２会議室

内 容

◆痴呆予防の話
「ちょっと気になる痴呆の
話」
講師：病院院長

枝川浩二先生
◆グループワーク
◆血圧測定

◆運動の話
「体を使って脳の活性！」
講師：徳島大学総合科学部

助教授 三浦哉先生
◆グループワーク
◆血圧測定

◆栄養の話
「バランス良くおいしく食
べて脳イキイキ」
講師：市管理栄養士
◆歯の話
「噛み噛みイキイキ口の健
康」
講師：市歯科衛生士
◆血圧測定

日 時

６／２１�
１３：３０～
１５：３０
受付
１３：００～

７／２３�
１３：３０～
１５：３０
受付
１３：００～

８／９�
１３：３０～
１５：３０
受付
１３：００～

１

２

３

実施日

火・金

火・木

火・木

月・水

所 在 地

住吉４丁目

大原町大神子

国府町東高輪

勝占町松成

施 設 名

社会福祉法人白寿会

社会福祉法人すだち会

社会福祉法人健祥会

社会福祉法人平成記念会

（３） 平成１６年６月１日 第６８８号

INFORMATION

募 集

ごみ収集の夏季臨時作業員
７月中旬～９月下旬（土・日・祝日は休
み）の８：３０～１７：００に、ごみの収集作業
に従事する臨時作業員。満１８歳～２７歳の健
康な人。合わせて３０人程度。日額８，３００円。
申 東部環境事業所（論田町 �６６２―０１３９）、
西部環境事業所（国府町 �６２１―５３２２）のう
ち希望する事業所へ。

応急手当の実技講習会
６月２０日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６―１１９５）、西消防署（�
６３１―０１１９）

パソコン教室
下表のとおり、公民館でパソコン教室を
開催。受講は無料。申込方法は下表のとお
り。問い合わせは各公民館へ。

人権教育・啓発専門講座
人権問題について正しく理解するととも
に、人権教育・啓発推進者を養成するため
の講座。７月～来年２月に６～７回。２０歳
以上の市民。５０人程度。受講は無料。

申 電話で６月２１日�までに、人権推進課
（�６２１－５１６７）へ。

くらしの講座
６月２１日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「スト
レス社会と心の健康」。講師は、臨床心理士
・中瀧芙美さん。定員４０人（先着順）。受講
は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６）

不動陶芸クラブ１日体験
６月１９日�１０：００～１２：００と１３：００～１５：

００の２回。不動コミュニティセンター内工
房で。信楽焼の赤土を使用した茶碗類を制
作。定員は各１０人（先着順）。材料費１，０００円。
申 電話で不動コミュニティセンター（�
６３１－９６４９）へ。

女性の語り合いグループメンバー
「更年期とつきあう」
６月１６日～８月４日の毎週水曜日１０：１５
～１２：００。徳島市女性センター（元町１）
会議室で、「更年期とつきあう」をテーマ
にメンバーとの語り合いを行い、自己理解
を深める。対象は市内在住で原則毎回参加
可能な女性。８人程度（抽選）。
申 電話で６月１１日�までに女性センター
（�６２４－２６１１）へ。

赤ちゃん誕生記念品の制作
６月１３日�・２７日�。９：００～１２：００。
徳島ガラススタジオ（勝占町中須）で。ガ
ラスで赤ちゃんの足型・手型を鋳造。足型
は３カ月児、手型は１歳児ぐらいから。各
日とも１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

フラワーアレンジメント教室（夏コース）
６月１８日�、７月２日�・１６日�（全３
回）１３：００～１５：００。講師は古賀好恵さん。

定員２０人（抽選）。参加費６，０００円。
申 往復はがきに、講座名・住所・名前・
年齢・電話番号・返信あて名を記入し、６
月１１日�（必着）までに、とくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。

高齢者の心と体の健康づくり教室
（痴呆予防編）
日時などは下表のとおり。対象は、市内
在住の６５歳以上の人で、全日程に参加可能、
また、医師から運動制限を受けていない人。
定員６０人（先着順）。受講は無料。

機能訓練
歩行・起き上がりなどの基本動作や日常
生活動作の訓練など。対象は、市内在住の
４０歳以上の人で、病気やけが、老化などに
より身体の機能が低下し、訓練が必要な人。
ただし、介護保険で「要介護」「要支援」と
認定された人は除く。週１回。参加は無料。
訓練施設は下表のとおり。なお、施設まで
は送迎あり。

申 いずれも電話で保健センター（�６５６
－０５３１）へ。

催 し

６月の市立図書館
おはなし室プログラム
◇５日�お話と絵本◇１２日�人形劇◇１９
日�お話と手遊び◇２６日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。１０：３０～１１：００。参加は
自由で無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

ニュースポーツのつどい
６月１２日�９：００～１２：００。吉野川運動
広場多目的広場Aで。ティーボールとペタンク。

参加は無料。参加希望者は直接会場へ。
問 体育保健課（�６２１－５４２７）

第十浄水場１日開放
６月６日�１０：００～１５：００（小雨決行）
第十浄水場（名西郡石井町藍畑）で。施設
見学、水道相談コーナー、ミニコンサート
などの催しあり。参加は無料。
問 水道局（�６２３－１１８７）

お 知 ら せ

統計調査にご協力ください
６月１日�を基準日とした事業所・企業
統計調査、商業統計調査及びサービス業基
本調査を全国一斉に実施。
県知事の任命を受けた調査員が事業所を
訪問しますので、ご協力をお願いします。
問 情報推進課統計担当（�６２１－５４７０）

車の運転免許取得費用を助成
対象は市内在住の旧「地域改善対策特定
事業に係る国の財政上の特別措置に関する
法律」に規定されていた対象地域出身者で、
次のすべてに該当する人。�１世帯１人限
り�同一免許について補助事業の適用を受
けていない�免許取得時に６０歳以下（ただ
し、学生・生徒は平成１７年３月卒業で就職
予定）�平成１６年度の市民税が課税されて
いないか均等割のみの世帯の人
なお、規定教習費などの３分の１は自己
負担。本事業は本年度で終了しますので、
申込期限を厳守して下さい。
申 ６月１７日�までに最寄りの隣保館へ。
問 隣保館または商工労政課（�６２１－５２２５）

選挙人名簿の縦覧
６月３日�～７日�８：３０～１７：００。選
挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
６月２日に新たに選挙人名簿に登録した
人（６月１日現在登録資格者）、同日までに
新たに在外選挙人名簿に登録した人の書面
の縦覧。異議の申し出は同期間内に。
問 選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

農用地区域変更申請を受け付け
対象：�農家の住宅用地や沿道サービス
業の開設用地など緊急やむを得ない事情で、
農用地区域の農地（青地）を同区域から除
外したい人�農用地区域から除外されてい
る農地（白地）を、将来にわたり農用地区
域に編入したい人。
申 ６月１０日�～２１日�に、農林水産課（市
役所３階）で受け付け。印鑑・全部事項証
明書・位置図などを持参。
問 農林水産課（�６２１－５２４６）

市税などの納付は便利な口座振替で
口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車
税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料

所得基準（公営住宅＝月額２００，０００円以下、改良住宅＝月額１３７，０００円以下、高齢者・
障害者世帯は別基準）があります。家賃は所得などにより決定します。
［申し込み］６月１５日�・１６日	、８：３０～１７：００、市役所４階４０１会議室で受け付けます。
入居申込書、所得の証明書、住民票などが必要です。６月１８日�に同会議室で抽選します。
［問い合わせ先］住宅課（�６２１－５２８６）

市市営営住住宅宅のの入入居居者者をを募募集集ししまますす

予防接種を受けるときは、医療機関に電話で予約し、母子健康手帳を持参
してください。なお、接種対象年齢に制限がありますので、下表を参照して
ください。接種対象年齢の人には個人通知をしています。

※ポリオは、保健センターで春と秋に集団接種。その他は、医療機関で一年
中受けられます。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３２）

障害者生活支援センター眉山園（南庄町５）で
パソコン教室を開催します。時間は１３：３０～１６：
３０。内容などは下表のとおり。対象は市内在住で
身体に障害がある人。各コース先着１０名。受講は
無料ですが、テキスト代が必要。

なお、講師が自宅などに訪問する講座（７・８
月の火曜日又は水曜日の１０：００～１２：００）もあり
ます。内容などは講師と相談。先着１人。
申 眉山園（�６３３‐３３３１） 問 福祉課（�６２１‐５１７７）

眉山ロープウェイで
は、全国各地の珍しい
風鈴を一堂に展示する
風鈴ギャラリーを７月
１日�から９月１５日	
まで開催します。市民
の皆さんで、ギャラリ
ーに出展していただけ
る風鈴をお持ちの人は
６月３０日	までに、お
送りください。
※風鈴は、毎年活用させていただきます。

［送り先・問い合わせ先］眉山ロープウェイ（新
町橋２丁目２０ 阿波おどり会館３階 �６５２－
３６１７）または観光課（�６２１－５２３２）

予予防防接接種種をを受受けけままししょょううパパソソココンン教教室室開開催催障害のある
人が学べる珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍ししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴をををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集全国

各地の

テキスト代

３，５００円

２，５００円

２，０００円

開 講 日

７／７・１４・２１・２８
８／４・１１・１８・２５
９／１・８・１５・２２

９／２９
１０／６・１３・２０・２７
１１／１０・１７・２４
１２／１・８・１５・２２

Ｈ１７
１／５・１２・１９・２６
２／２・９・１６・２３

内 容

◆ワード（初級・中級）
◆水彩ソフト（絵手紙な
ど作成）

◆パソコン基本操作及び
インターネットほか◆水
彩ソフト（カレンダー作
成）

◆パソコン基本操作及び
デジカメ◆水彩ソフト
（便箋など作成）

コース

Ａ

Ｂ

Ｃ

接 種 回 数

１回
ツベルクリン反応注射後４８時間
で判定。陰性の場合BCG接種

１期 ３～８週間隔で３回
１期追加 １年～１年半後１回

１回

１回

１回

１期 １～４週間隔で２回
１期追加 概ね１年後１回

１回

１回

６週間以上あけて２回

通 知 年 齢

生後３カ月に到達した月の翌月

生後６カ月に到達した月の翌月

小学６年生（５月に一斉に通知）

１歳に達する月の翌月

２歳に達する月の翌月

３歳児（５月に一斉に通知）

小学４年生（５月に一斉に通知）

中学３年生（５月に一斉に通知）

生後３～１４カ月の間に２回

対 象 年 齢

４歳未満

生後３～９０カ月未満

満１１～１３歳未満

生後１２～９０カ月未満

生後１２～９０カ月未満

生後６～９０カ月未満

満９～１３歳未満

満１４～１６歳未満

生後３～９０カ月未満

予防接種名

BCG（結核）

３種混合（ジフテリア
・百日せき・破傷風）

２種混合（ジフテリア
・破傷風）

麻しん（はしか）

風しん（三日ばしか）

１期

２期

３期

ポリオ（小児マヒ）

日本脳炎

募集戸数は各１戸

家賃（円）

６，８００～１１，３００
７，７００～１２，８００
３４，１００～５６，４００
２６，４００～４３，７００
１６，７００～２７，６００
２１，２００～３５，２００
１８，５００～３０，７００
２０，５００～３４，０００
１９，２００～３１，８００
９，３００～１５，５００

※は単身申し込みも可（ただし条件あり）。

間取り（畳）

６－６－３－Ｋ
６－４．５－３－Ｋ
７．６－６－５．１－ＬＤＫ
８－６－ＤＫ
８－６－ＤＫ
６－４．５－６－ＤＫ
６－６－１０．５－Ｋ
６－６－１０．５－ＤＫ
６－４．５－Ｋ
６－４．５－３－ＤＫ

階

１、２
３
３
１
３
５
４
４
２
２

建設
年度
Ｓ２９
Ｓ４２
Ｈ８
Ｈ９
Ｓ５８
Ｓ６０
Ｓ５６
Ｓ５８
Ｈ１１
Ｓ４６

所 在 地

津田町二丁目７番４３
末広四丁目８番２０
末広四丁目１０番１５
末広四丁目１０番１９
城東町二丁目４番２８
城東町二丁目４番４０
中島田町３丁目７９－４
中島田町３丁目７９－４
名東町３丁目４４９番地の２
福島一丁目１０番２５

住 宅 名

津田
末広８棟
末広１５棟
末広１９棟
住吉東１棟
住吉東５棟
中島田１棟
中島田４棟
名東３丁目６棟
福島高層

単身
入居

※

※

入居
区分
公営
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
改良

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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る
史
跡
や
文
化
で
し

ょ
う
。
特
に
、
室
町
時
代
末
期

の
建
立
と
い
わ
れ
る
国
指
定
重

要
文
化
財
・
三
門
が
あ
る
丈
六

寺
や
、
地
域
の
人
々
が
毎
秋
、

神
社
境
内
の
農
村
舞
台
で
奉
納

す
る
昔
な
が
ら
の
人
形
浄
瑠
璃

な
ど
は
県
外
客
も
多
く
訪
れ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

平
成
６
年
、
そ
の
丈
六
寺
周

辺
の
農
業
用
水
を
利
用
し
、
徳

島
市
が
「
せ
せ
ら
ぎ
ロ
ー
ド
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
以
来
「
新

旧
住
民
共
通
の
憩
い
の
場
に
な

り
、
皆
で
ま
ち
づ
く
り
を
、
と

の
新
し
い
気
運
も
生
ま
れ
ま
し

た
」
と
、
丈
六
町
と
渋
野
町
を

統
括
す
る
多
家
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
山
本
弘
会
長
。

ま
た
、
多
家
良
町
と
八
多
町

を
ま
と
め
る
多
家
良
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
堀
井
昭
克

会
長
は
「
町
の
活
気
は
住
民
の

思
い
や
行
動
か
ら
」
と
語
り
継

ぎ
、
昭
和
６０
年
代
か
ら
続
く
通

称
「
げ
ん
ご
ろ
う
の
会
」
の
活

動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
内
の
幼
な
じ
み
１０
数
人
が

集
い
、
地
域
に
根
付
く
文
化
の

中
か
ら
地
元
の
観
光
資
源
を
自

ら
発
掘
し
、
町
の
活
性
化
と
伝

承
を
目
指
し
、
暮
ら
し
を
支
え

て
き
た
炭
焼
き
を
今
に
伝
え
よ

う
と
炭
焼
き
体
験
が
で
き
る
集

会
所
を
手
作
り
し
た
り
、

水
車
小
屋
を
復

活
さ
せ
た
り
。

遊
び
心
の
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は

マ
ス
コ
ミ
で
も
紹
介
さ
れ
、

改
め
て
自
分
た
ち
の
地
域

や
文
化
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
か
。

両
会
長
は
「
今
後
さ
ら

に
各
５
地
域
の
特
性
や
人

材
を
生
か
し
『
お
ら
が

町
』
と
誇
る
楽
し
い
町
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
◆
多
家

良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・

山
本
会
長
�
（
６
４
５
）
２

１
８
２
◆
多
家
良
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
堀
井
会

長
�
（
６
４
５
）
１
１
０
９

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設徳徳島島大大学学とと
共共同同でで

徳
島
市
は
徳

島
大
学
と
共
同

し
、
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
３
、

４
階
内
に
「
シ

ビ
ッ
ク
ｌ
Ｔ
実

践
学
習
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

同
大
学
教
官

が
指
導
を
す
る
、

よ
り
高
度
で
実

践
的
な
ｌ
Ｔ
講

座
な
ど
を
開
催

し
、
習
得
し
た

ｌ
Ｔ
技
術
で
社

会
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

市
で
は
昭
和
５８
年
の
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
情
報
化

社
会
に
適
合
で
き
る
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
指
導
や
無
料
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
体
験
な
ど
、
基
礎
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
や
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
方
法
に
主
眼
を
置

き
、
個
人
相
談
に
応
じ
る
ｌ
Ｔ

相
談
（
要
予
約
）
も
実
施
す
る

な
ど
、
ｌ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
楽

し
さ
も
体
得
で
き
る
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
施
設
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

﹇
主
な
事
業
内
容
﹈

▼
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
利
用
普
及

教
室＝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
教

室
、夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
教
室
、６０
歳
か

ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室
、

６０
歳
か
ら
始
め
るe｜m

ail

＆

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
教
室

▼
徳
島
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ

ボ＝

同
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ

ー
で
の
生
涯
学
習
の
公
開
講
座

な
ど
の
一
部
を
開
講

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
実
践
講

座＝

よ
り
高
度
で
実
践
的
な
ｌ

Ｔ
技
術
を
学
習

▼
ｌ
Ｔ
相
談＝

毎
木
曜
日
１０
時

〜
１３
時
。
対
面
あ
る
い
は
電
話

相
談
。
１
人
１
時
間
以
内
。
た

だ
し
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約

※
教
室
・
講
座
な
ど
の
募
集
は

今
後
、本
紙
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

多 家 良 地 区

とと
くく
しし
まま

豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
る

５８
大型スクリーンとパソコンを使い生涯学習

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
市

文
化
振
興
公
社
�（
６
２
６
）

０
４
０
８

平平成成
1166年年度度

「
徳
島
・
ふ
れ
愛
ま
ち
づ
く

り
楽
会
」
で
研
究
し
た
い
テ
ー

マ
を
持
つ
市
民
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。

同
楽
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
市
民
活
動
の
あ
り
方

や
、
行
政
と
の
協
働
に
つ
い
て

の
研
究
活
動
を
行
う
も
の

で
、
本
年
度
の
採
用
予
定

は
３
グ
ル
ー
プ
で
す
。

採
用
グ
ル
ー
プ
に
は
、

２０
万
円
を
限
度
と
し
て
研

究
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈
徳
島
市
内

に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
す
る
人
で
構
成
さ
れ
、

研
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
持

つ
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
。

﹇
募
集
テ
ー
マ
﹈
地
域
福

祉
の
増
進
や
子
ど
も
の
健

全
育
成
、
観
光
の
振
興
、

環
境
保
全
、
社
会
教
育
の

推
進
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
な
ど
、
市
民
に
身
近
な

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
問
題
に
関

す
る
こ
と
で
、
そ
の
研
究
成
果

が
次
の
行
動
や
実
践
的
な
市
民

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
。

た
だ
し
、
政
治
的
・
宗
教
的

な
も
の
、
特
定
個
人
や
団
体
の

宣
伝
と
な
る
も

の
、
営
利
を
目

的
と
す
る
も
の

な
ど
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

﹇
応
募
方
法
﹈
所
定
の
応
募
用

紙
で
、
６
月
３０
日
�
ま
で
に
市

民
協
働
課
へ
。
応
募
用
紙
は
同

課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市市
民民
ググ
ルル
ーー
ププ
かか
らら
研研
究究
活活
動動
テテ
ーー
ママ
募募
集集

人に優しいまちづくりをテーマに東新町で歌う会を開催＝昨年＝

４００年前の農業用水を利用し、整備したせせらぎロード

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
市
民
協

働
課
�（
６
２
１
）５
５
１
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

徳徳島島フファァミミリリーー・・ササポポーートト・・セセンンタターー﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
�
（
６
１
１
）
１
５

５
１

ご参加くださいミミニニ交交流流会会
徳
島
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
セ
ン
タ

ー
登
録
会
員
と

地
域
の
皆
さ
ん

と
の
ミ
ニ
交
流

会（
左
表
参
照
）

を
開
催
し
ま
す
。

「
あ
な
た
が
守

る
子
ど
も
の

歯
」
を
テ
ー
マ

に
、
簡
単
な
講

習
を
開
く
ほ
か
、

「
お
し
ゃ
べ
り

タ
イ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

歯
ブ
ラ
シ
と
タ
オ
ル
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

ことしは、真言宗の開
祖・弘法大師空海の入唐
１２００年にあたります。讃
岐に生まれた空海は、唐

だけ

に渡る前、阿波大竜嶽な
どの大自然の中で修行を
重ね、四国・徳島は空海
ゆかりの地として知られ
ています。

徳島市は、市制施行１１５周年記念事業として、「聖地高
野山と四国の空と海」展実行委員会、徳島新聞社、高野山
真言宗総本山金剛峯寺、NHK徳島放送局などと共に、弘
法大師空海がその生涯を通じて求め続けた世界を体感でき

る高野山の文化財を一堂に会した特別展を開催し、８体同
時公開は四国初となる運慶作の国宝「八大童子立像」など
を展示します。

ろう こ しい き

［主な展示内容］国宝・聾瞽指帰（弘法大師筆）、同・後白
お て いん き しょう もん

河法皇御手印起請文、同・諸尊仏龕、同・善女竜王像（定
智筆）、同・紺紙金銀字一切経（中尊寺経）、重要文化財・不
動明王座像、同・紺紙金銀字一切経（荒川経）など国宝１５
点、重要文化財１５点を含む６０点
［とき］６月５日�～２７日�（毎週月曜日は休館）
［開館時間］９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
［入館料］◆大人８００円（前売り６００円）、大・高校生３００円（前
売り２００円）◆団体（２０人以上）大人６４０円、大・高校生２４０円
※中学生以下、心身障害者などは無料です。障害のある方
は障害者手帳を提示してください
［主な前売り券発売所］徳島新聞社事業部、徳島新聞各販
売店、NHK徳島放送局、小山助学館（本店・鳴門店）、紀
伊国屋書店徳島店、県内四国八十八カ所霊場ほかポスター
掲示場所など
［臨時休館日］６月１日�～４日� 特別展準備のため

徳島市制施行１１５周年記念事業 徳島城博物館特別展

聖聖地地高高野野山山とと四四国国のの空空とと海海
――弘弘法法大大師師空空海海のの求求めめたた世世界界――

こん が ら どう じ

国宝・矜羯羅童子
せい た か どう じ

国宝・制多伽童子

［問い合わせ先］◆徳島城博物館�（６５６）
２５２５（火～日曜日９：３０～１７：００）◆徳島
新聞社事業部内「聖地高野山と四国の空
と海」展実行委員会�（６５５）７３３１（平日９：
３０～１７：３０）

しょそんぶつがん

国宝・諸尊仏龕

と こ ろ
渭東
コミュニティーセンター
（福島二丁目）
八万中央
コミュニティーセンター
（八万町内浜）
佐古
コミュニティーセンター
（佐古四番町）

※時間はいずれも１０：００～１２：００

と き

６月５日�

６月１３日�

６月２７日�

き

き

い

い
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